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協力者 A 協力者 B
８回目 34.6℃ 36.7℃
７回目 35.9℃ 36.7℃
６回目 36.4℃ 36.3℃
５回目 36.1℃ 37.2℃
４回目 36.3℃ 37.0℃
３回目 36.4℃ 37.0℃
２回目 36.0℃ 36.3℃
１回目 36.3℃ 36.5℃
ベースライン 36.1℃ 36.5℃
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伊勢正明・舩田眞里子
８回目までが母親顔が出てくる条件になる。
協力者Aは、母親顔が出てくる条件でベースラインと比較して若干鼻
部皮膚温の低下が見られる。一方、協力者Bは、母親顔が出てくる条件で
若干鼻部皮膚温の上昇が見られる。
鼻部皮膚温の上昇や下降という変化は、協力者の受け止めに伴う意味付
けと関連していると考えることができるため、協力者Aと協力者Bとの間
で母親に対する受け止め方に若干の違いがある可能性が指摘できよう。
３－３　ERPsとサーモグラフィとの関連
図１から図４、および表１の結果を通覧すると、協力者Aと協力者Bの
結果をうまく説明できる関係性が認められるように思われる。すなわち、
母親顔を見た時のERPの振る舞いは相互に反対方向への振幅増大となっ
て表れたのであるが、鼻部皮膚温の反応もまた同じようにベースラインか
らの上昇と下降という反対方向への変化が観測されている。
このことは、ERP上で観測された情動的な反応と鼻部皮膚温の変化に
応答性がある可能性が示唆されたものと考えられる。
今回の検討は、協力者数をなかなか集めることができず、２例のケース
レポートとなった。しかしながら、ERPの振る舞いと鼻部皮膚温の振る
舞いの応答性が確認できたことから、今後も引き続き協力者を増やして検
討を続ける必要がある。また、今回の分析は条件ごとの比較が中心であっ
たが、ブロック毎の電位変化と鼻部皮膚温の応答を見ていく必要もあると
考えられる。
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事象関連脳電位（ERPs）とサーモグラフィの同時計測による認知・情動評価の基礎的研究
本研究は、平成30年度白鷗大学総合研究所の研究助成を受けて行われま
した。
（本学教育学部准教授）
（本学経営学部教授）
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